
平 成 ２ ０ 年 ７ 月 号株 式 会 社 深 谷 組 安 全 先 行 新 聞株 式 会 社 深 谷 組 安 全 先 行 新 聞 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 号

７月３１日 （木） １９：３０ 工程会議
７月２４日 （木） １９：３０ 工程会議
７月１９日 （土） １９：００ ７月度安全集会
７月１７日 （木） １９：３０ 工程会議
７月１０日 （木） １９：３０ 工程会議
７月　５日 （土） １９：００ 特別安全集会・慰労会
７月　５日 （土） 　７：３０ 新入社員研修
７月　４日 （金） 　８：００ 安全週間事業主パトロール
７月　３日 （木） １９：３０ 工事部会
７月　３日 （木） 　８：００ 安全週間事業主パトロール
７月　２日 （水） 帰社後 腰道具点検

　◆ 深谷組 行事
行　　事時 間

安全週間特別朝礼（火）７月　１日 　５：００

平成２０年７月
日 付

６月２６日 錢高組 様 広報部会・役員会　
６月２８日 生和建設 様 安全大会

６月２０日 岩崎工業 様 安全大会
６月２４日 川口土木建築工業 様 安全大会

６月２０日 前田建設関東支店 様 安全推進大会
６月２０日 錢高組 様 安全衛生協力会合同ＰＴ　

６月１８日 埼和興産 様 安全互助会
６月１９日 建災防 様 安全大会

６月１７日 戸田建設関東支店 様 安全衛生推進大会
６月１７日 五洋建設 様 総会・安全大会

６月１６日 ＪＦＥシビル 様 東京支部安全大会

所在地担当者様工事（作業所）名称元請様

６月１２日 木内建設 様 首都圏地区安全大会

平成２０年６月◆ 受注工事 一覧
上尾市
さいたま市
新宿区
入間市

瀬戸　様（仮）鈴木様 ﾋｰﾛｰ ﾋﾟｭｱﾗｲﾌ ﾏﾝｼｮﾝ新築工事ウチヤマ建設 様

６月１１日 松井建設東京支店 様 安全大会

墨田区
常総市
川島町

只浦　様（仮）大宮桜木町マンション新築工事ウチヤマ建設 様

６月　９日 錢高組 様 安全大会・総会

大川　様（仮）新宿柏木プロジェクト新築工事松尾建設 様

６月　６日 ナカノフドー建設 様 総会・安全大会
６月　４日 大木組 様 安全衛生協力会

樋口　様（仮称）大陽ステンレススプリング㈱入間新工場　立体倉庫新築工事前田建設工業 様

６月　３日 錢高組 様 安全衛生協力会役員会

岩間　様（仮）両国プロジェクト新築工事合田工務店 様

６月　２日 五洋建設東京支店 様 労安協安全大会

伊藤　様三菱マテリアル㈱筑波製作所　第２東棟建設工事錢高組 様

日 付 会 社 名 行　　事

藤本　様パスコ埼玉工場新築工事錢高組 様

平成２０年６月◆ 元請様 行事

社
長
よ
り
皆
様
へ

（
親
父
の
ひ
と
言
）

深谷和尚社長

　
毎
日
ご
苦
労
様
で
す

。

 
今
月
は

「
全
国
安
全
週
間

」
が
１
日

か
ら
７
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す

。
こ
の

安
全
週
間
を
契
機
に

、
墜
落
・
転
落

、

崩
壊

、
倒
壊
等
の
重
大
災
害
撲
滅
を
目

標
に

、
自
分
た
ち
が
毎
日
働
く
現
場
か

ら
は
絶
対
に
災
害
を
起
こ
さ
な
い
と
い

う
決
意
で

、
ゼ
ロ
災
害
を
目
指
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

　
特
に

、
毎
日
の
作
業
の
中
で

、
身
な

り
服
装
を
整
え
た
り

、
保
護
具
の
完
全

着
用

、
Ｋ
Ｙ
活
動
を
通
し
て
の
作
業
指

示

、
作
業
内
容
の
熟
知
な
ど
を
徹
底
し

て
下
さ
い

。
 
ま
た

、
こ
れ
か
ら
梅

雨

、
そ
の
後
の
真
夏
の
季
節
を
迎
え
る

に
あ
た
り
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
職
長
さ
ん
は

、
作
業
前
に
作
業
員
の

健
康
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
て

、
作
業

中
も
巡
視
す
る
な
ど
常
に
健
康
状
態
を

確
認
し
て
下
さ
い

。

　
常
に

、
安
全
行
事
に
は
参
加
し
て

、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
安
全
意
識
の
高

揚
に
役
立
て

『
ゼ
ロ
災
め
ざ
し

、
安
全

先
行
よ
し

』
で
行
き
ま
し

ょ
う

。

軽度のものから、重症になって死亡に
いたるものまであります

い
つ
も
本
誌
を
ご
愛
読
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

。
手
作
り
の
た
め

、
万
一

、
紙
面
に
誤
字
・
脱

字
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

、
ご
容
赦
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。
予防方法、緊急処置方法を再確認！

生
和
建
設
株
式
会
社
様

安
全
表
彰
 
最
優
秀
賞

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
様

功
績
賞

前田建設工業株式会社 様
優良賞

工
事
部
　
佐
藤
浩
一
工
事
長

工
事
部
　
高
宮
栄
人
主
任

 
六
月
三
十
日
に

、
平
成

二
十
年
度
入
社
社
員
の
本

採
用
辞
令
交
付
式
を
行
い

ま
し
た

。
当
日
は

、
当
社

イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ

で
活
躍
さ
れ
た
元
プ
ロ
野

球
選
手
ギ
ャ
オ
ス
内
藤

（
本
名

、
内
藤
尚
行

）
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き

、

新
入
社
員
を
激
励
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た

。

　
プ
ロ
野
球
選
手
時
代
の

自
分
自
身
の
体
験
談
を
ま

じ
え
な
が
ら

、
い
か
に
自

分
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
か

、

ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
自

分
の
為

、
会
社
の
為
に
な

り

、
最
終
的
に
は
自
分
に

返

っ
て
く
る

。

　
同
じ
物
事
を
す
る
な
ら

楽
し
い
方
が
い
い

、
や
ら

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く

自
分
か
ら
進
ん
で
が
ん
ば

れ
ば

、
が
ん
ば

っ
た
分
だ

け
お
金
で
戻

っ
て
く
る
プ

ロ
フ

ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
話

し
を
し
て
い
た
だ
き

、
新

入
社
員
を
元
気
づ
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た

。

　
集
合
写
真
を
み
て
い
た

だ
け
れ
ば

、
ガ

ッ
ツ
ポ
ー

ズ
を
と

っ
た
一
人
ひ
と
り

の
顔
が
見
違
え
る
ほ
ど
明

る
い
の
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す

。

ギ
ャ
オ
ス
内
藤
さ
ん

、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

　
ギ
ャ
オ
ス
内
藤
さ
ん
の
激
励
の

後

、
試
採
用
を
解
く
辞
令
を
深
谷

社
長
よ
り
交
付
し
て
名
実
と
も
に

深
谷
組
の
社
員
に
な
り
ま
し
た

。
写真上から辞令交付式、ギャオス内藤さんの激励、全員で記念撮影

 
六
月
十
四
日
に

、
岩
槻
・

金
重
特
別
研
修
所
に
て
初
め

て
の
仮
囲
い
と
枠
組
足
場
の

組
立

、
解
体
実
技
研
修
を
行

な
い
ま
し
た

。

　
こ
の
実
技
研
修
に
は

、
深

和
会
の
山
光
興
業
・
横
山
社

長
様
の
ご
指
導

、
ご
指
示
に

よ
り
実
践
を
学
び
ま
し
た

。

　
図
面
を
見
て
の
材
料
集
め

な
ど
段
取
り
の
大
切
さ
を
肌

で
感
じ
ま
し
た

。

図面どおりに単管パイプで
仮囲いを組み、シートを張りまし
た。（写真　上２枚）

午後からは
枠組足場の組立に挑戦

やるか！辞めるか！人生二者択一！と銘打った
大特訓合宿に、工事部小泉康弘主任が参加

　鶴見にある禅道場「曹洞宗大本山総持寺」を研修の
場に、座禅・ご供養修行で精神力と集中力を鍛えること
はもちろんのこと、精進料理・作務・法話を通じて感謝
の心を磨き、人間力を養い、講師は、腹をくくれるかと
本気にさせる指導法で熱血講義をする原田先生で、自
分自身の現状分析から部下を本気にする方法まで直
接指導を受けました。休憩時間を惜しんで、課題に取り組む

　6月28日、埼玉西武ライオンズ
がアマ野球の『聖地』である県営
大宮球場で、球団史上初めて一
軍公式戦を開催した埼玉野球ま
つりに埼玉スポーツ振興会の役
員として運営に参加しました。
　また、球場に看板広告、各種
の協賛をしました。

５４年ぶりの開催で、ほぼ満員の２万２８９人が詰め掛けた県営大宮球場

両軍ベンチ横の深谷組の広告看板

埼玉西武ライオンズ対北海道
日本ハムファイターズ戦です。
試合終了後に、少年野球教室
を行ないます。
ご来場をお待ちしております！

現在、大木組（鹿島建設）様
代々木神園町プロジェクト新築工事で活躍中



平 成 ２ ０ 年 ７ 月 号株 式 会 社 深 谷 組 安 全 先 行 新 聞株 式 会 社 深 谷 組 安 全 先 行 新 聞 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 号

安
全
衛
生
推
進
大
会
特
集

ご
来
賓
紹
介

　
平
成
二
十
年
六
月
二
十

一
日

（
土

）
の
作
業
終
了

後
の
午
後
六
時
三
十
分
よ

り

、
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

の
七
里
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

に
て

、

『
平
成
二

十
年
度
安
全
衛
生
推
進
大

会

』
を
開
催
い
た
し
ま
し

た

。

　
ご
来
賓

、
協
力
会
社
の

方
々

、
深
谷
組
従
業
員
で

百
二
十
名
が
参
加
し
て

、

冒
頭

、
参
加
者
全
員
で
黙

と
う

、
深
谷
副
社
長
の
開

会
の
辞
で
始
ま
り

、
深
谷

社
長
の
ご
挨
拶

、
安
全
・

優
良
表
彰

、
ご
来
賓
の
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
第
一
部

が
終
了
し
ま
し
た

。
第
二

　
本
日
は

、
作
業
を
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず

、
忙
し
い
思
い
を
し
た
と
お
も
い
ま
す
が
参

加
く
だ
さ
い
ま
し
て
ご
苦
労
さ
ま
で
す

。
昨
年

の
災
害
・
事
故
を
振
返
り
ま
す
と
大
災
害
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が

、
小
さ
な
車
の
事
故
が
あ

り
ま
し
た

。
現
場
で
作
業
を
お
え
て
も
会
社
に

帰

っ
て
く
る
ま
で
が
仕
事
で
す
の
で
充
分
注
意

し
て
下
さ
い

。
小
さ
な
事
故
で
も

、
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の
で

、
焦
ら
ず

、

ゆ

っ
く
り

、
慌
て
ず
に
運
転
し
て
下
さ
い

。
梅

雨
に
入
り
う

っ
と
う
し
い
季
節
が
続
き
ま
す

が

、
健
康
に
気
を
つ
け
て

、
来
年
の
こ
の
大
会

は

、
無
事
故
・
無
災
害
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
ご

協
力
下
さ
い

。

受
賞
者
一
覧

【
社
長
賞

】

　
加
藤
和
之

（
深
谷
組

）

　
篠
永
隆
司

（
上
田
建
設

）

【
優
良
技
能
賞

】

　
高
宮
栄
人

（
深
谷
組

）

　
小
林
信
久

（
城
屋
ハ
ウ
ス

）

【
新
人
賞

】

　
千
葉
聖
矢

（
深
谷
組

）

【
優
良
協
力
会
社
賞

】

　
株
式
会
社
多
胡
建
材

【
年
間
M
V
P

】

　
小
笠
原
義
則

（
深
谷
組

）

【
優
良
社
員
賞

】

　
山
鹿
昌
子

（
深
谷
組

）

【
営
業
協
力
賞

】

　
新
日
本
リ
ー

ス
株
式
会
社

　
　
　
　
※
敬
称
は
省
略
さ
せ
て

　
　
　
　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た

　
私
た
ち
は

、
本
日
の
安
全
衛
生
推
進
大
会

を
機
に
安
全
意
識
を
高
揚
し

、
深
谷
組
基
本

安
全
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る

「
安
全
先
行

」

と

、
本
年
度
の
全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー

ガ
ン

で
あ
る

『
ト

ッ
プ
が
率
先
　
み
ん
な
が
実
行

つ
み
取
ろ
う
職
場
の
危
険

』
を
実
現
す
る
た

め
に

　
一

、
墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止

　
一

、
建
設
機
械
等
災
害
の
防
止

　
一

、
倒
壊
・
崩
壊
災
害
の
防
止

　
一

、

｢

熱
中
症

｣

予
防
対
策
の
徹
底

　
一

、
環
境
に
応
じ
た
現
地
Ｋ
Ｙ
及
び

　
　
　
Ｔ
Ｂ
Ｍ
の
実
施

　
一

、
通
勤
災
害
の
防
止

以
上
を
確
実
に
実
行
し
て
災
害
を
絶
対
に
お

こ
さ
な
い

、
安
全
で
快
適
な
職
場
環
境
づ
く

り
に
一
層
努
力
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま

す

。

　
　
　
　
　
平
成
二
十
年
六
月
二
十
一
日

　
参
加
者
代
表

　
株
式
会
社
　
深
谷
組

　
　
　
　
　
　
　
工
事
部
工
事
長
　
堀
貴
光

　
安
全
の
誓
い

　　平成20年度の｢全国安全週間｣を迎えるにあたり、皆様にご挨拶
申し上げます。
　建設業における労働災害は、関係者のたゆまぬご努力により、長
期的にみますと年々減少傾向で推移しておりますが全産業と比較す
ると依然高い推移となっております。

　深谷組におきましては、長期的な労働災害の減少傾向を今後も堅
持し、労働災害絶滅に向けた着実な前進を図るため、労働災害防
止活動を展開し、全国安全週間の｢トップが率先　みんなが実行　つ
かみ取ろう職場の危険｣のスローガンのもとに当社・協力会社が組織
として団結し、作業員を含めた全関係者が力を合わせてより一層積
極的に邁進していく決意であります。

　特に、本目標の達成に向けて職場の安全を確保し、労働災害の減
少を図るためには、経営トップと現場トップの職長・リーダーが率先し
て、労働災害防止の重要性についての認識を深め、一丸となって安
全活動を着実に実行し職場から機械設備や作業等による危険をなく
すことが不可欠です。

　さて、ニュースや新聞紙上では、景気回復の兆しを感じさせる報道
がされていますが、現状は売上・利益の停滞感もあり、その状況を打
破する必要があります。　その観点から、本年度は持続的に成長しう
る会社の基盤作りを行うために、①お客様より信頼され、愛される会
社になるために行動すること。②地域社会との調和を図り、積極的に
貢献して｢気迫｣と｢情熱｣と｢夢｣をもって建設業界発展のために邁進
すること。③社員一人ひとりの総合力を上げ、｢社員力｣と｢協力会社
力｣を武器に同業他社を圧倒しこの厳しい競争社会で勝ち残るという
３つの行動指針を打ち出して新たなる飛躍に挑戦していくことが重要
だと考えております。

　その一方で、創業以来一貫して先守防衛に努め、ゼロ災害運動を
進めており、｢安全先行｣を社是に他方面にわたる安全施策を展開
し、安全を最優先させることや新しいことに挑戦し業界のイメージを
一新する試みに力を入れております。すでにご承知のとおり、｢深谷
組シリーズ｣としてプロ野球埼玉西武ライオンズのホームゲームを主
催して、地域の皆さまに観戦していただくことと、少年野球チームを
招待してプロ野球選手による野球教室を開催することで地域貢献に
寄与しております。　また、新卒者の採用も積極的に行なっており、
今年は全国各地から１９名の新入社員が仲間入りしており、近い将
来には深谷組の中心となることを確信し期待しております。今後も全
社一丸となり、未来の建設業の為にもこの情熱を持った若い仲間達
を育てていきましょう。

　終わりに、恒例の安全衛生推進大会の社長賞、優良技能賞、優良
協力会社賞、新人賞等々の賞に浴された方々の日頃の大変な苦
労、努力の結果に心から敬意と感謝と御礼を申し上げるとともに、引
き続き安全で災害の無い快適職場環境づくりに邁進していただき、
どうか健康管理には十分留意され、ますます活躍されんことをお願
いして挨拶とします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年6月21日

本年は、車両事故に注意と挨拶する深谷和尚社長
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深谷和尚 社長

安全や仕事への取組みを
評価していただきました

岩崎工業株式会社
常務取締役　鈴木治男　様

過去の災害事例を検証す
ることが大切とお話しいた
だいた
ＪＦＥシビル株式会社
安全衛生協力会
東京支部　川村瑞幸　様

無事故で仕事を終えること
が営業につながると安全の
大切さをお話しいただいた

美東建設株式会社
代表取締役　斉藤晃枝　様

安全先行のテーマのもと、
災害を未然に防ぎ・起こさな
いという意識をもってと呼び
かけた
荻原労務管理事務所
所長　荻原良夫　様
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財
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一
　
様

熱中症の症状をスライドを使って説明、危
険性、死亡例を具体的にあげて、水分バラ
ンスを考えた効果的な水分補給の方法、
自分の健康は自分で守る特に熱中症には
一番悪い、寝不足・二日酔いには注意する
ことを講義していただきました。

健康診断の受診で体の健康には
気をつけているが、うつ病からくる現代病
中でも注目されているメンタルヘルス（心
の健康）は、ストレスからくる心の病で若年
化が進んでいて、定期的なチェックをする
ことが大切で、進んで相談を受ける事も大
切と講演していただきました。
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工事部主任　小泉康弘

工事部　裸野真澄

舞台に登壇して、一人ひとり自己紹介をする新入社員

舞台上で堀工事長を中心に新入社員といっしょに、全員で安全唱和を


